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編
集
後
記
　
二
月
十
六
日
、
ソ
ウ
ル
の
ホ
テ
ル

で
行
は
れ
た
在
韓
日
本
大
使
館
主
催
の
天
皇
誕

生
日
祝
賀
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
「
君
が
代
」
が
初

演
奏
さ
れ
た
、
と
の
記
事
に
は
驚
い
た
。「
反
日

感
情
」
の
強
さ
か
ら
例
年
、
演
奏
を
見
送
っ
て

き
た
と
い
ふ
（
2
／
17
産
経
）。
俄
に
は
信
じ
ら

れ
な
い
。
別
件
だ
が
、
水
産
庁
は
、
二
月
十
七
日
、

東
シ
ナ
海
の
わ
が
Ｅ
Ｅ
Ｚ
で
資
源
調
査
中
の
陽

光
丸
の
、
二
百
メ
ー
ト
ル
の
距
離
ま
で
中
国
海

軍
の
ヘ
リ
が
近
づ
き
上
空
を
二
度
旋
回
し
て
離

れ
た
と
発
表
し
た
（
2
／
19
産
経
）。
こ
の
ま
ま

推
移
す
れ
ば
次
は
軍
艦
が
来
て
、
や
が
て
尖
閣

近
海
の
如
く
に
、
こ
こ
は
「
わ
が
領
海
だ
」、
日

本
船
は
退
去
せ
よ
！
と
言
ひ
か
ね
な
い
。 

（
山
内
）

十
七
条
の
「
上
和や
は
らぎ
、
下
睦
び
て
事

を
論
ふ
に
諧か
な

ひ
ぬ
る
と
き
は
、
則
ち

事
理
自
づ
か
ら
通
ふ
。
何
事
か
な
ら

ざ
ら
む
」（
第
一
条
）
を
信
条
と
し
つ
つ
、

「
凡
そ
人
私わ
た
く
しあ
れ
ば
必
ず
恨
み
あ
り
。

憾
み
有
れ
ば
必
ず
同
ぜ
ず
」（
第
十
五
条
）

と
の
理
解
に
立
っ
て
、
誰
も
が
持
つ
私

心
の
幾い
く

許ば
く

か
で
も
語
り
合
へ
る
や
う
に

と
、「
我
必
ず
し
も
聖
に
非
ず
、
彼
必

ず
し
も
愚
に
非
ず
。
共
に
是
れ
凡
夫
の

み
」（
第
十
条
）
と
の
心
持
ち
で
臨
ん
で

き
て
、
二
年
半
余
が
経
過
し
た
。
自
分

の
職
場
だ
け
で
な
く
他
の
職
場
に
入
っ

て
も
支
援
で
き
る
技
術
と
心
構
へ
と
を

学
ぶ
一
日
三
時
間
で
七
回
に
わ
た
る
講

座
を
百
名
近
く
が
修
了
し
、
本
社
で
は
、

ど
の
職
場
で
も
身
近
に
講
座
受
講
者
が

ゐ
る
状
況
に
近
づ
い
て
き
た
。「
建
設

的
な
議
論
が
で
き
る
や
う
に
な
っ
た
」

な
ど
の
声
が
出
始
め
、
手
応
へ
を
感
じ

て
ゐ
る
。

「
カ
エ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
始
め

て
二
年
目
、
進
め
方
に
悩
む
中
で
中

村
教
授
に
教
へ
を
乞
う
た
。
そ
の
際
に

「
上
和
ら
ぎ
下
睦
び
て
事
を
論
ふ
」
に

相
通
ふ
具
体
的
な
考
へ
方
と
方
法
論
と

が
あ
る
と
気
づ
き
、
迷
ひ
な
く
選
び

採
っ
た
。
顧
み
れ
ば
、
職
業
人
と
し
て

の
自
分
の
軸
に
「
十
七
条
憲
法
」
が
あ

れ
ば
こ
そ
で
き
た
こ
と
だ
っ
た
。 

（
東
洋
紡
（
株
））

（
一
八
五
九
─
一
九
三
八
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
哲

学
者
、
数
学
者
）
の
現
象
学
、
③
普
段
見

え
な
い
無
意
識
の
裡
に
あ
る
抑
圧
が
病

理
を
生
み
出
し
て
を
り
、
そ
れ
を
対
話

に
よ
っ
て
顕
在
化
さ
せ
る
こ
と
で
解
決

し
よ
う
と
す
る
フ
ロ
イ
ト
（
一
八
五
六
─

一
九
三
九
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
心
理
学
者
、
精

神
科
医
）
の
精
神
分
析
学
な
ど
で
あ
る
。

「
組
織
開
発
」
に
は
、
一
九
五
〇
年

代
の
米
国
で
大
企
業
向
け
に
始
ま
り
、

そ
の
後
、
日
本
で
広
く
行
は
れ
た
Ｑ
Ｃ

サ
ー
ク
ル
（
同
じ
職
場
内
で
の
自
発
的
な

品
質
管
理
活
動
）
な
ど
の
様
々
な
取
り
組

み
が
研
究
・
包
摂
さ
れ
て
い
っ
た
。
日

本
に
お
け
る
組
織
開
発
の
第
一
人
者
と

さ
れ
る
南
山
大
学
の
中
村
和
彦
教
授
は

「
日
本
の
組
織
開
発
は
舶
来
物
に
弱
い
。

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に
寄
り
添
ひ
、
カ
ス
タ

マ
イ
ズ
す
る
（
庭
本
注
：
舶
来
物
の
手
法
を

職
場
の
状
況
に
合
は
せ
て
作
り
変
へ
る
）
姿

勢
が
、
組
織
開
発
の
手
法
を
用
ゐ
る
際

に
は
大
切
で
す
」
と
し
て
を
り
、
ま
た

米
国
の
組
織
開
発
研
究
者
で
あ
り
実
践

者
で
あ
る
マ
ー
シ
ャ
ク
は
、
組
織
開
発

の
価
値
観
と
し
て
「
人
間
尊
重
」（
人
間

は
基
本
的
に
善
で
あ
り
、
適
切
な
場
が
与
へ
ら

れ
れ
ば
自
律
的
か
つ
主
体
的
に
そ
の
人
が
持
つ

力
を
発
揮
す
る
）
を
挙
げ
て
ゐ
る
。

私
は
双
方
の
意
見
に
共
感
し
な
が
ら

Ｔ
－
Ｕ
Ｐ
に
取
り
組
ん
で
ゐ
る
。
そ
の

実
践
に
お
い
て
は
、
聖
徳
太
子
の
憲
法

背
後
に
あ
っ
て
、
言
語
化
さ
れ
て
ゐ
な

い
隠
れ
た
要
因
で
あ
る
「
仕
事
の
手
順

や
役
割
、
決
ま
り
事
、
雰
囲
気
、
個
人

の
影
響
力
、
メ
ン
バ
ー
の
気
持
ち
・
関

係
性
」
な
ど
を
ア
ン
ケ
ー
ト
や
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
、
話
し
合
ひ
を
通
じ
て
顕
在
化

さ
せ
、
そ
れ
を
話
題
に
職
場
全
員
で
真

剣
に
対
話
し
、
行
動
計
画
を
決
め
る
。

こ
こ
に
は
米
国
発
祥
の
「
組
織
開
発
」

の
考
へ
方
と
手
法
を
採
り
入
れ
て
ゐ
る
。

そ
の
哲
学
的
基
盤
は
、
①
人
は
能
動

的
に
環
境
に
働
き
か
け
、
そ
の
経
験
を

振
り
返
る
こ
と
に
よ
っ
て
学
び
続
け
ら

れ
る
と
す
る
デ
ュ
ー
イ
（
一
八
五
九
─
一

九
五
二
、
米
国
の
思
想
家
）
の
経
験
主
義
、

②
科
学
の
や
う
に
客
観
的
に
自
分
を
現

象
か
ら
遠
ざ
け
る
の
で
は
な
く
、「
今

─
こ
こ
」
の
主
観
に
こ
だ
は
り
、
自
分

の
意
識
に
上
っ
て
い
く
こ
と
か
ら
理
論

化
し
て
い
か
う
と
す
る
フ
ッ
サ
ー
ル

私
の
勤
務
先
の
「
東
洋
紡
」
で
は
、

過
去
四
回
の
中
期
経
営
計
画
の
目
標
未

達
や
法
令
遵
守
（
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
）
違

反
事
案
の
発
生
と
い
っ
た
問
題
に
対
し
、

危
機
感
と
変
革
の
必
要
性
を
感
じ
た
有

志
役
員
の
発
案
に
多
く
の
従
業
員
が
賛

同
し
、
全
社
横
断
、
全
役
員
・
従
業
員

参
加
の
「
カ
エ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

発
足
さ
せ
た
。「
一
人
一
人
が
生
き
生

き
と
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
、
変
化
し

続
け
な
が
ら
成
長
軌
道
を
描
け
る
会
社

へ
の
変
革
」
を
目
指
し
た
も
の
で
、
私

は
そ
の
発
足
時
か
ら
専
従
し
て
ゐ
る
。

本
稿
で
は
、「
Ｔ
－
Ｕ
Ｐ
（T

O
Y

O
BO

のT

ト
ー
ク

alk

に
よ
るT

チ
ー
ム

eam
-U

ア
ツ
プ

P

）」
と
銘
打
っ

た
「
一
人
一
人
が
職
場
の
課
題
を
自
分

ご
と
、
み
ん
な
ご
と
と
し
て
、
話
し
合

ひ
な
が
ら
取
り
組
み
を
続
け
る
」
活
動

を
紹
介
し
た
い
。

Ｔ
－
Ｕ
Ｐ
で
は
、
職
場
で
の
問
題
の

  「
上
和
ぎ
下
睦
び
て
事
を
論
ふ
」
職
場
づ
く
り

　

  —

「
憲
法
十
七
条
」を
軸
に
選
択
し
た
「
組
織
開
発
」—
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